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72時間降水量の期間最大値
（6月28日0時～7月8日24時）

平成３０年７月豪雨による降雨状況（6/28～7/8）

出典：気象庁 （平成30年7月豪雨（前線及び台風第７号による大雨等））

■西日本を中心に全国的に広い範囲で記録的な大雨
■九州北部、四国、中国、近畿、東海地方の多くで２４、４８、７２時間降水量の値が観測史上

第１位を更新
■土砂災害発生件数が１，２９０件

※最近１０年(H20～H29)の平均土砂災害発生件数１，１０６件／年を超える

期間降水量分布（累計値）
（6月28日0時～7月8日24時）
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通行止め路線数・区間数

被災による
総通行止め数

８月１日時点

高速道路
２４ 路線

（約７００km）

２ 路線
（２０ｋｍ）

直轄国道 ８１ 区間
０ 区間

（７月２１日 解消）

都道府県等
管理国道

約２００ 区間 ２３区間

県道・政令市道 約１２００ 区間 ３４１ 区間
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三次東JCT

阿賀IC

仁保IC

春日

椎田南IC

豊前IC
大豊IC

川之江東JCT

通行止め区間
通行止め解除済み区間（7/27時点）

※解除区間は７/８以降の解除を記載

中国自動車道全通 7月9日（月） 8:19（3日16時間）

岡山自動車道全通 7月9日（月） 12:32（3日18時間）

東広島呉道路全通 7月10日（火） 7:00（3日23時間）

山陽自動車道全通 7月14日（土） 6:00（8日10時間）

尾道道松江道全通 7月20日（金） 9:00（14日3時間）

ひがし ひろ しま くれ

ちゅうごく

おか やま

さん よう

坂北IC

56

56

最大（７／７ ５：００時点）
５８路線 約３，０００km
※事前通行止め規制含む

広島呉道路 １３km
東九州自動車道 ７km

＜高速道路の通行止め延長＞

８／１時点
２路線 ２０ｋｍ

呉IC

天応西IC

※（ ）は路線毎の通行止め時間＜開通履歴（中国地方）＞

おの みち まつ え

高速道路の通行止めと開通状況

■大雨の影響により、広い範囲で高速道路の通行止めが発生
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⑨切土のり面崩落
／九州道（新門司IC～小倉東IC）

⑩切土のり面崩落
／東九州道（椎田南IC～豊前IC）

⑦区域外からの土砂流入による盛土崩壊
／広島呉道路（坂南IC～天応西IC）

③区域外から流木・土砂等が流入
／山陽道（高屋JCT・IC～西条IC）

⑤区域外から流木・土砂等が流入
／山陽道（志和IC～広島東IC）

①区域外から流木・土砂等が流入
／山陽道（本郷IC～河内IC）

②区域外から流木・土砂等が流入
／山陽道（高屋JCT・IC）

①

③

②

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑧区域外からの土砂崩落による橋梁
上部工流出 ／高知道（新宮IC～大豊IC）

④区域外から流木・土砂等が流入
／山陽道（西条IC～志和IC）

⑪

⑪長大切土のり面の広範囲な変状
／東海北陸道（荘川IC～飛騨清見IC）

⑥盛土のり面崩落
／中国道（北房IC～新見IC）

高速道路における主な被災状況
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被災状況 被災状況

位置図

至 高知

至 高松

至 高知

至 高松

至 高松

至 高知

完成状況

対面通行わたり線区間状況

ラバーポール設置状況

Ｅ３２ 高知道の被災状況

通行止め区間：高知道（川之江東JCT～大豊IC）

○切土のり面の土砂崩落、立川橋（Ｌ＝６４ｍ）の上部工（上り線）流出

○下り線を活用した対面通行（約８ｋｍ）により開通
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被災状況

排土作業状況

至 呉

被災状況至 広島

位置図

Ｅ３１ 広島呉道路の被災状況

通行止め区間：広島呉道路（仁保IC～呉IC）

○切土のり面崩落による上下線閉塞（約１３，０００ｍ３程度の土砂が流出）

○仁保～坂北間（約３ｋｍ）について７／１３ １８時通行止め解除
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224

185

31731

③
②

⑥
①

【凡例】

：被災箇所（直轄）

④

⑤

41

27

29

2

53

180

56

201

202

⑦

③ 国道２号 広島県広島市
【車道部の洗掘】

① 国道２０１号 福岡県飯塚市
【盛土法面の崩壊】

② 国道３１号 広島県安芸郡坂町
【区域外からの流木・土砂等の流入】

④ 国道５６号 愛媛県宇和島市
【切土法面の崩壊】

⑤ 国道１８０号 岡山県総社市
【車道部の洗掘】

⑥ 国道２７号 京都府舞鶴市
【切土法面の崩壊】

⑦ 国道４１号 岐阜県下呂市
【区域外からの流木・土砂等の流入】

＜開通履歴（直轄国道）＞

岐阜県内の国道41号全通 7月10日（火） 7:00 （ 2日 17時間）

広島県内の国道31号全通 7月11日（水） 23:00 （ 5日 1時間）

愛媛県内の国道56号全通 7月16日（月） 15:00 （ 9日 8時間）

山口県内の国道2号全通 7月17日（火） 17:00 （ 11日 5時間）

広島県内の国道2号全通 7月21日（土） 18:00 （ 14日 22時間）

※（）内は路線毎の通行止め時間

直轄国道における主な被災状況

■大雨の影響により、西日本を中心に１府１０県の広い範囲で直轄国道が被災
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土砂流出

橋梁洗掘 法面崩落 路面冠水

愛媛県大洲市 市道大成橋線（大成橋）
えひめ おおず おおなるばしせん おおなるばし

愛媛県大洲市 県道大洲保内線
え ひめ おおず おおず ほない

北海道遠軽町 道道遠軽芭露線（いわね大橋）
えんがるちょう えんがるばろう

橋梁流出 法面崩落

岡山県倉敷市 末政川付近市道
おかやま くらしき すえまさがわ

岡山県玉野市 国道４３０号
おかやま たまの

広島県呉市 国道３７５号
ひろしま くれ

一般道における主な被災状況

■平成３０年７月豪雨により、全国３２の道府県で１，１００を超える箇所が被災し、各地で橋梁
流出、法面崩落、土砂流出等が発生。
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道路の復旧経緯

7月 気象情報
高速道路 直轄国道

（被災による通行止め）
その他

（事前通行規制） （被災による通行止め）

5日 (木) 名神高速道路 等
山陽自動車道
中国自動車道 等

6日 (金)
岡山自動車道
九州自動車道 等

国道２号
国道３１号 等

7日 (土) 国道５６号 等 ・国道３１号

8日 (日)

東海北陸自動車道
東広島呉道路
尾道自動車道

・岡山県、倉敷市 災対法に基づく指定

9日 (月) 全路線
中国自動車道
岡山自動車道

・広島県、広島市

10日 (火) 東広島呉道路

・広島市・呉市周辺通れるマップの作成・公表開始
・通行止めになっている山陽道（河内IC～広島IC）で物資輸送車

を含む緊急車両を通行可とする措置
・中国道、岡山道の料金調整による山陽道からの広域迂回の

誘導

11日 (水) 国道３１号

12日 (木) ・第１回広島県災害時渋滞対策協議会

13日 (金)
東海北陸自動車道
高知自動車道

・広島呉道路の一部（仁保IC～坂北IC）の通行止めを解除

14日 (土) 山陽自動車道

15日 (日)

16日 (月) 国道５６号 ・第２回広島県災害時渋滞対策協議会

17日 (火) 九州自動車道

・山陽道の料金調整による広島呉道路からの広域迂回の誘導
・通行止めになっている広島呉道路の一部（天応西～呉、

坂北～坂南）で臨時輸送バスを通行可とする措置
・第３回広島県災害時渋滞対策協議会

18日 (水) ・第４回広島県災害時渋滞対策協議会

19日 (木)

20日 (金) 尾道自動車道 ・第５回広島県災害時渋滞対策協議会

21日 (土) （残り２路線２区間） 国道２号 ・直轄国道の通行止めは全て解除

福
岡
県
・
佐
賀
県
・
長
崎
県

岡
山
県
・
広
島
県
・
鳥
取
県

兵
庫
県
・
京
都
府

岐
阜
県

高
知
県
・愛
媛
県

＜大雨特別警報の発令＞

解 解

解

解

解

解

解

解

解

解
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通行止め区間
通行止め解除済み区間

（7/17 15時時点）

山陽道（志和～広島東）

＜区域外からの土砂等流入による被災状況＞

中国道は平常時の約5倍（大型車は約1０倍）

の交通量となり、リダンダンシーを発揮。

※ 中国道（北房～新見）は4車線のためネッ
トワーク機能を早期確保

中国道（北房～新見）

＜中国道の対策状況＞

※2 山陽道(河内～広島)：7/6～7/14.6時まで通行止※1 中国道(北房～新見)： 7/6～7/9.8時まで通行止

4.4 
2.3 3.1 3.4 3.9 4.6 4.5 4.8 4.8 5.2 4.9 4.5 4.7 

0.5 
1.4 

2.4 2.2 1.5 0.6 0.6 0.7 0.7 0.5 0.5 0.5 
1.3 

1.7 

1.2 

1.2 1.4 1.5 
1.7 1.4 1.3 1.5 1.5 

1.5 1.4 

1.9 
0.8 0.9 1.1 1.2 1.1 0.8 1.2 

2.2 2.2 
1.6 1.2 

1.9 

0.2 
1.0 

1.8 1.5 
0.7 

0.2 
0.2 

0.4 0.4 
0.2 

0.2 

0.3 0.2 

0.8 

0.2 

0.2 0.2 

0.1 

0.1 
0.1 

0.2 0.2 

0.1 
0.1 

0.2 2.3

1.6

2.1

3.1

（万台）

2.9

７／１４（土）
山陽道（河内～広島）

通行止め解除

6.3

4.0

5.7

7.0

H29.7月
平均

H30.7/8
（日）

7/9
（月）

7/10-12
平均

7.67.5

7/13
（金）

7/14
（土）

6.8

7/15
（日）

7/16
（月・祝）

6.9

７／９（月）
中国道（北房～新見）

通行止め解除

７／１４（土）
山陽道（河内～広島）

通行止め解除

＜山陽道・中国道・山陰道の交通量推移＞
【大型車】【全車】

6.8
7.3 7.0

6.4 6.6

7/17-19
平均

7/20
（金）

7/21
（土）

7/22
（日）

7/23
（月）

1.9

1.1
1.5

2.8 2.8

1.9
1.5

2.4

中国道

山陽道

山陰道

７／９（月）
中国道（北房～新見）

通行止め解除

H29.7月
平均

H30.7/8
（日）

7/9
（月）

7/10-12
平均

7/13
（金）

7/14
（土）

7/15
（日）

7/16
（月・祝）

7/17-19
平均

7/20
（金）

7/21
（土）

7/22
（日）

7/23
（月）

（万台）

高速道路のダブルネットワークによる効果 山陽道・中国道・山陰道

通行止め区間：山陽道（河内IC～広島IC）

○東西の大動脈である山陽道が通行止めとなったが、被災後は補完する２ルート（中国道及び山陰
道）により広域交通の機能を確保（中国道は一部対面通行により通行を確保）

※1
※1

※2

※1
※1 ※2

中国道

山陽道

山陰道

※山陰道は松江玉造～宍道間
※中国道は北房～大佐SAスマート間
※山陽道は倉敷～玉島間
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＜被災状況＞

至 川之江東ＪＣＴ

至 大豊ＩＣ

上り車線
下り車線

＜高知自動車道通行止め時の迂回ルート＞

高知道の通行止め解除に伴い、

ネットワーク全体の利用率が回復
（一般道から、高松道・徳島道に転換）

至 高知
（大豊IC）

至 高松
（川之江東JCT）

＜復旧後＞

迂回ルート

平常時の
ルート

×
高
知

高
松
西

徳島県

高知県

香川県

約１時間２０分
（約115ｋｍ）

約２時間２０分
（約160ｋｍ）

約1.8倍
（約１時間の増）

迂回ルート
（国道32号）

平常時のルート
（高松道、高知道）

所要時間：NEXCO西日本算出

＜高知ICから高松西ICの所要時間＞

H 4.1 暫定二車線で開通

H20.7 ４車線化

＜四車線化の経緯＞

＜高松道・徳島道の交通量推移＞

0.7 0.3 0.5 0.6 0.8 1.0 1.1 1.0 0.6 0.7 0.7 0.8 0.6

2.4
1.4

1.8 2.0
2.5

3.0 3.0 2.9
2.2 2.5 2.5 2.4 2.2

2.0 1.5
2.6 2.7 2.5 2.0 1.8 1.9 2.2 2.3 1.9 1.6 2.2

H29.7月
平均

H30.7/8
（日）

7/9
（月）

7/10-12
平均

（万台）

7/13
（金）

7/14
（土）

7/15
（日）

7/16
（月）

13日通行止め解除

高松道

徳島道

3.1

1.7
2.3 2.6

3.3

4.0 4.1 3.9

2.8
3.2 3.2 3.2

2.8

7/17-19
平均

7/20
（金）

7/21
（土）

7/22
（日）

7/23
（月）

国道32号

４車線であったため早期復旧が可能

４車線の高速道路による効果① 高知道

通行止め区間：高知道（川之江東JCT～大豊IC）

○上り線の橋梁が流出する大規模被災だったが、４車線であったため下り線を活用し、交通機能を確保

※高松道は大野原～川之江Ｊ間
※徳島道は井川池田～川之江東J間
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7/ 5（木） 20:00 事前通行規制開始
（三木ＪＣＴ～神戸西ＩＣを皮切りに順次拡大）

（7/6～ 7/7 土砂災害等の発生）

7/ 8（日） 7:00 広島県内は福山西IC～広島
ICを除き解除

7/10（火） 5:00 河内IC～広島ICを除き解除

10:00 コンビニ等の物資輸送車両の
通行開始（河内IC～広島IC）

7/14（土） 6:00 全線、一般車両に開放
（通行止め開始から８日１０時間）

志和トンネル

山陽自動車道

広島IC～河内IC（39km）
７／１４（土） ６時解除

ひろしま こうち
山陽自動車道

河内IC～本郷IC（8km）
７／１０（火）５時解除

こうち ほんごう
山陽自動車道

本郷IC～福山西IC（30km）
７／９（月）１７時解除

ほんごう ふくやまにし

福
山
西

＜山陽道の主な経緯＞

○ ７／１０ 河内IC～広島ICにおいて、コンビニ等の緊急物資の輸
送車両を通行可能に （片側一車線を優先啓開）

緊急物資等の輸送車両の通
行可能措置（7/10～7/14）

被災後３日で物資輸送車両を通行可能
７日で一般車両に開放

こうち

＜ 志和IC～広島東IC 志和トンネル内への土砂・流木流入＞

復旧後

し わ ひろしまひがし

被災状況 ＜運行形態＞

＜通行実績＞

１６，５４３台
（7/10～7/14 (92時間)）

山陽道（高屋～西条）

４車線の高速道路による効果② 山陽道

通行止め区間：山陽道（河内IC～広島IC）

○本線に流木や土砂等が流入したが、片側一車線を優先啓開し、物資輸送車両等の交通機能を２車線

で早期確保

12



JR広島駅

JR呉駅

＜被災状況＞

【通常の運用】

バス走行経路 ※呉～糸崎間も運転見合わせ

天応東IC（※呉向きハーフIC）が
長期通行止め

【今回の運用】

呉IC～天応東ICは通行不可 天応西ICで特別転回すること
で呉IC～天応西ICが通行可能

天応東IC

天応西IC

天応東IC

天応西IC

呉方面

広島方面 広島方面

呉方面

＜特別転回状況＞

広島呉道路 坂南～天応西

＜被災状況＞

広島呉道路 天応東

広島呉道路 天応西

広島呉道路
（仁保IC～坂南IC）

広島呉道路
（天応西IC～呉IC）

国道３１号

仁保IC

呉IC

天応西IC

坂南IC

【バス運行（所要時間）】
①呉→広島：約１時間
※対策前（２～３．５時間）から

大幅短縮

②広島→呉：約１時間
※ただし朝ピーク時間帯

は約２時間

部分開通
出来ない

広島方面行きのＩＣ
で、呉方面向きの
機能を確保

【代行輸送バスの
運行ルート】

高速道路と一般道路が鉄道の代替機能を果たした事例 広島呉道路

通行止め区間：広島呉道路（仁保IC～呉IC）、JR呉線

○全線運転見合わせとなったJR呉線について、並行する広島呉道路及び国道３１号を活用し、代行輸
送バス（災害時BRT）を運行（広島呉道路の天応西ICにおいて逆向きに運用する特別転回を実施）
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高規格幹線道路等の通行止めに伴う物流への影響 九州道等

■本州と九州を渡る関門海峡に繋がる高速道路が最大４日間通行止めとなり、並行する国道等では
大型車の交通量が最大約２.６倍に増加。渋滞により広域的な物資輸送に障害。

■災害時の物資輸送を支えるために、多重性の確保が必要。

14〔旅行速度〕H30.7.9 12:00～13:00（ETC2.0）

通行止め区間

門司IC

小倉東IC

春日

足立

小倉南IC

新門司IC

門司港IC

北九州高速4号線（ 7/6 ～7/10 17:00）

九州自動車道（ 7/6～7/11 11:30）

下関IC

一般道 10km/h未満

一般道 10km/h以上、20km/h未満

一般道 20km/h以上

《県道25号》

2.9万台/日

被災前（H27）

0.6万台

1.5万台

3.3万台/日約1.1倍

大型車

全
車

大型車
約2.6倍

被災時（H30.7.9）

《国道199号》

《国道3号》

大型車

全
車

被災前（H27） 被災時（H30.7.9）

0.5万台
1.0万台

3.6万台/日

3.3万台/日
約1.1倍

被災前（H27）

0.2万台 0.4万台

3.4万台/日
約0.9倍

大型車

全
車

大型車
約2.1倍

2.9万台/日

大型車
約1.9倍

被災時（H30.7.9）



広島～呉間の交通対策

7/13日（金）までの対策実施

7/11（水）国道31号（広島～呉）全線開通

7/12（木）広島県災害時渋滞対策協議会の設置

7/13（金）交通量抑制の呼びかけ（看板設置等）

広島呉道路仁保IC～坂北IC通行止め解除

（中国地整、NEXCO西、広島県、呉市、広島県警等）

国道３１号
主要渋滞箇所 緊急交差点改良

【7/17早朝に実施済】
①ナフコ周辺 ②小屋浦橋

③小屋浦橋北詰交差点 ④大屋橋北詰交差点

追加対策 【7/19早朝に実施】

⑤広島呉道路坂北IC出口 ⑥呉ポートピア付近

広島呉道路（天応西～呉など）

バスの通行開始【7/17より開始】

バスによる広島～呉間の緊急輸送

【7/17より開始】

交通量抑制の呼びかけ
（相乗り・時差通勤など）
【7/13より実施】【継続】

ハード対策

ソフト対策

交通連携対策

新幹線を利用した
広島～呉間の交通確保

【7/17より開始】
（東広島駅利用）

広域迂回の誘導
【7/17より開始】

山陽道・東広島呉道路を
経由した迂回（山陽道の料金半額）

広島・呉間のフェリー増便【継続】
（１日 ４～７便 増発）

こやうらばし

こやうらばし きたづめ きたづめおおやばし

さかきた くれ

くれてんのうにし

■JR呉線等の不通が続く中、呉市はじめ被災地への物資輸送などを円滑に行うため、広島県災害時
渋滞対策協議会を設置し、①広域迂回への誘導、②緊急交差点改良、③他モードとの交通連携等の
交通対策を実施。

東広島呉道路
阿賀IC出口 緊急交差点改良

【7/28に実施済み】

あ が
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広島・呉間のバス運行について（災害時BRT）

■通行止めとなっている広島呉道路（天応西IC～呉IC等）において、バスの通行を可能とする運用に
より定時性が確保されつつあるが、呉方面行きの朝ピーク時間帯では所要時間が安定していない状況。

■今後長期的な地域モビリティマネジメントを強化していく必要。

広島バスセンター
※ 広島の発着場所はこの限りではない

呉駅

＜広島・呉間の所要時間＞
（7/27時点）

広島バスセンター
※ 広島の発着場所はこの限りではない

坂北ＩＣ本線料金所

坂北ＩＣ出口
（一般車）

坂南ＩＣへ

1km

バ
ス
専
用

一
般
車

その他
時間帯

［バス］
約１時間

［一般車］
１～２時間

［バス］
約１時間

［一般車］
１～1.5時間

朝ピーク
時間帯

［バス］
約1～2.5時間

［一般車］
２～３時間

＜バス運行ルート＞
（臨時輸送バス・代行バス・企業の通勤バス）

仁保JCT

坂北IC

坂南IC

2.6km

1.1km

5.0km

天応西IC

呉IC

7/26～
呉方向のみ
（午前中）

6.3km

国
道

３
１

号

広
島

呉
道

路

8.5km

7/17～
呉方向のみ
（午前中）

7/17～
終日双方向

2.3km

新
設

これまでは
バスと一般車
が混合通行

バス分岐

坂北ＩＣ本線料金所に
バス専用レーン※を設置

バス分岐

※ 緊急車両も含む

天応東IC

天応西IC

呉方面

広島方面向きの
ＩＣで、呉方面
向きの機能を確保

天応西ICで特別転回の実施

広島方面

呉駅

※企業の通勤バス
は8/2より通行可能

※現在は広島駅～坂駅間は鉄道が復旧

バス運行ルート
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物流の状況① （平成30年7月豪雨 山陽道通行止め解除後の大型車の交通状況）

■物流の大動脈である山陽道、中国道、山陰道の３路線を利用する大型車交通量は、山陽道等の通行
止め解除後、被災前よりも約３～６割増加。貨物鉄道が不通となる中、物流を支えている。
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0.8 0.9 1.0 1.1 1.1 1.2 1.1 0.8 

1.2 

2.0 
2.4 2.1 2.2 

1.6 
1.2 

1.9 

0.2 

1.0 

1.8 1.9 1.8 1.5 

0.7 

0.2 

0.2 

0.3 

0.4 
0.6 0.4 

0.2 

0.2 

0.3 0.2 

0.8 

0.2 

0.2 
0.2 0.2 

0.2 

0.1 

0.1 

0.1 

0.2 

0.2 0.2 0.2 

0.1 

0.1 

0.2 2.3 

1.6 

2.1 

3.0 
3.2 3.1 2.9 

1.9 

1.1 
1.5 

2.5 

3.0 2.9 2.8 

1.9 

1.5 

2.4 

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5（万台）

山陽道

中国道

山陰道

（万台）

山陽道
（広島ＩC～河内IC）
通行止め解除

山陽道

中国道

山陰道

注

（平均値）（平均値）

約1.6倍に増加

島 根 ～ 広 島 断 面

中国道
（新見IC～北房IC）
通行止め解除

約1.3倍に増加

島 根 ～ 岡 山 断 面

※  トラフィックカウンター計測値
注） 山陰道についてはH30.3.18開通区間のためH30.6のデータを使用

通行止め解除実施区間

※解除区間は７/８以降の解除を記載

貨物列車運転状況（8/1  時点）
運転可能区間
不通区間
トラック代行輸送実施貨物駅
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参考：平成３０年７月豪雨災害時におけるフェリーの利用状況

■道路、貨物鉄道の通行止め、運休に伴い、代替輸送手段として、長距離フェリーを利用した海上
輸送が活用。被災前後でフェリー利用トラック台数は最大１．８倍に増加。
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物流の状況②(特車許可の迅速化(ＪＲ貨物の山陽線不通に伴うトラック代行輸送の支援))

■「平成３０年７月豪雨」に伴い、ＪＲ貨物が貨物列車運転中止区間において、トラック等による
代行輸送を実施（７／１２～）

■ＪＲ貨物及び業界団体からの要請も踏まえ、代行輸送を支援する観点から、特殊車両の通行許可の
申請に対し、即日許可など迅速な処理を実施

福

岡

タ

北

九

州

タ

広

島

タ
岡

山

タ

新

南

陽

＜代行輸送（トラック）＞

＜折り返し列車＞ ＜折り返し列車＞

＜折り返し列車＞

＜折り返し列車＞

※ 特殊車両とは、車両の構造又は積載する貨物が特殊であるため、車両の諸元（総重量、幅、長さ、高さ等）が車両制限令第３条に定める最高限度
（一般的制限値）を超える車両。通行には道路管理者の許可が必要。

※JR貨物：日本貨物鉄道株式会社 業界団体：公益社団法人全国通運連盟

許可台数：387台（12ftコンテナ1161個分）

うち即日許可：291台（12ftコンテナ873個分）

【これまでの許可状況】平成30年8月1日時点

※特車申請にあたり、業界団体と連携し、通行可能なルートを事前に確定

※「タ」は、「貨物ターミナル駅」の略
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486

486

（小田川）

（
高
梁
川
）

・・・国 道

・・・県 道

・・・市 道

・・・浸水区域

倉敷市
真備支所

【活動経緯】

排水作業
【体 制】

4班 延べ46人

【使用車両】

排水ポンプ車

延べ23台

現地調査

体制準備

7/10
～

7/16

道路啓開作業
【体 制】

５班 延べ３７７人

【使用車両】

バックホウ 延べ３１台、

ダンプトラック 延べ２５９台 等

7/ 8
～

7/10

7/17
～

7/20

道路散水
【体 制】

５班 延べ９８人

【使用車両】

散水車 延べ４９台

排水作業

啓開作業

車両撤去

道路散水

岡山県倉敷市真備地区における道路啓開を支援
くらしき ま び

■岡山県倉敷市真備地区において、浸水により被災した道路の啓開を国土交通省の
ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥが国道から市道までパッケージで支援。

■１４路線（約２８ｋｍ）の車道上のガレキ撤去を約１週間で完了するなど、迅速な救助救援活動を
支援。
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電力復旧を支援（愛媛県・高知県） 断水復旧を支援（愛媛県宇和島市吉田町）

○愛媛県、高知県で全９７００戸が停電（７／８ １６時時点）。
○電力会社からの電力復旧に必要な道路啓開（３８路線）の

要請を受け早期の道路啓開を実施。
○関係機関との連携により、四国４県の電力を３日間で復旧。

○土砂流出の発生により、県道及び吉田浄水場が被災。宇
和島市吉田町及び三間町の約６，５００世帯（約１５，０００
人）が断水状態に陥る（７／７ １８時時点）。

○吉田仮浄水場建設支援のため、県道復旧を７／１３に完了
し、現在、仮浄水場の復旧作業を行っており、８月上旬頃に
断水解消予定。

県道の被災状況

路肩崩壊
路面陥没

啓開が完了し、工事車両が通行

7月10日

7月8日被災箇所

被災箇所

主な停電地域

高速道路

直轄国道

県管理国道

約50戸
停電

道路被災箇所

被災箇所

吉田浄水場
被災箇所

吉田仮浄水場
設置箇所

7月13日

7月8日

地図：国土地理院地図に加筆

写

道路啓開によりライフライン復旧を支援

■平成３０年７月豪雨では、各地で電力・水道等のライフラインが被災。道路啓開の優先度を高める
ことにより、ライフラインの早期復旧を支援。
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・7月10日から公開した広島市・呉市周辺通れるマップ（7月10日12時時点）

・「通れるマップ」のアクセス数（中国地方整備局ホームページ）

630 

1,986 

3,199 

2,223 

698 527 626 
947 808 

576 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

7/10 7/11 7/12 7/13 7/14 7/15 7/16 7/17 7/18 7/19

【 ITS Japan 】
民間通行

実績データ※

災害通行実績
データシステム

・ホンダ
・パイオニア
・トヨタ
・日産

※協力会社
・富士通
・いすゞ
・UDトラックス通れるマップ

被災確認
情報

・災害通行実績データシステム（H29.5運用開始）

【約287万台】

ETC2.0
通行実績データ

H30年6月末時点

（回）

広島市及び呉市周辺の「通れるマップ」を作成・公開

■被災地の円滑な救助救援活動の観点から、ＥＴＣ２．０や民間の通行実績データを活用し、
広島市及び呉市周辺の通行可能な主な道路を一元的に示した「通れるマップ」を作成・公開
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今後の主な検討課題

＜ライフライン等の早期復旧に対する支援＞

電力、水道等のライフラインの早期の復旧に向け、道路啓開による支援を行うことを想定し、

関係機関とどのように連携していくべきか。

また、その際の国の体制や資機材はどうあるべきか。

＜人流・物流機能の確保＞

被災地域の通勤通学や物流機能を確保するため、鉄道・バス・トラック等の各交通モードは、

それぞれの特性に応じてどのように連携していくべきか。

また、その際の必要な情報やその提供はどうあるべきか。

＜将来の災害への備え（道路ネットワークのあり方）＞

大規模豪雨の発生を想定し、盛土をはじめ道路構造の質的強化はどうあるべきか。

道路の機能が災害時においても効果的に発揮されるよう、道路の多重性などネットワークの

機能強化はどうあるべきか。
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